
１２月５日（月）

【４年生 劇・歌・合奏「４年生の一日」】 【２年生 劇「ないた赤おに」】

【高齢者の皆さんと握手して交流】 【２年生の演技を所の皆さんと鑑賞】

１２月５日（月）２年生と４年生が特別養護老人ホーム「ときわ荘」を訪問しました。常小
まつりや音楽祭で発表した内容をもとに、４年生は合唱（もみじ・小さい秋みつけた）とリコ
ーダー合奏（聖者の行進）を発表しました。２年生は劇「ないた赤おに」を披露しました。ホ
ールに集まってくださったお年寄りの方々や所員の皆様、総勢約５０名の皆様の前で張り切っ
て発表していました。会場から時折笑い声や感想のつぶやきが起きたりするなど、高齢者の皆
さんに楽しんで観ていただけました。発表のあと、最後に子ども達は高齢者の皆さんと順々に
握手してお別れしました。お年寄りの方々からのたくさんの拍手や、施設長の吉田さんからの
お礼の言葉をいただき、子どもたちは大変満足そうな表情を浮かべていました。このような体
験を通してお年寄りへの接し方を学んだり、思いやりの心、常葉町のために自分にできること
を進んでしようとする心を培ってくれるものと思います。
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１１月３０日（水）文部科学省委託「科学的
な理解をすすめる放射線教育」事業の出前授業
が４校時、３・４学年で行われました。一般財
団法人エネルギー・環境理科教育推進研究所の
副代表理事 高畠先生がお出でくださいまし
た。「放射線って何?」という学習課題で学習を
すすめました。教室内の放射線量を「はかるく
ん」で測定したり、ドライアイスの上に載せた
霧箱を観察して放射線の飛跡を観察したりする
実験を行いました。放射線は目に見えないだけ
に、専門家の説明や実験はとても興味を引いた
様子でした。放射線に関する学習は各学年「学
級活動」で年間２時間、指導しているところで
すが、知識だけではなく「自ら考え行動できる」
児童の育成を目指し震災の教訓をしっかりと継
承していくよう努めてまいります。

近年「小１プロブレム」と呼ばれる問題がニュースなどでも取り上げられています。保育園
や幼稚園で遊びや生活を通してゆったりと学んでいた幼児が、小学校入学当初、教科学習と時
間割に基づいた学校生活にうまく適応できない問題を「小１プロブレム」と言います。
本校では「幼・小の学びの連続」を考慮し、年長児がスムーズに小学校生活をスタートでき

るよう、幼・小・中連携事業の一環として、教育課程（教科学習や行事などの計画）の改善や
年長児と小学１年生との「わくわく集会」を平成２５年度より実施してきています。１２月２
日（金）常葉幼稚園の年長児３２名と園長先生、担任の先生が来校してくださいました。始め
に体育館で「エビカニ体操」を踊ったり、ジャンケン列車をしたりしました。その後、１年教
室とプレイルームへ移動して、１年生が作った６つのコーナーで遊びました。「どんぐりごま」
「松ぼっくりけん玉」「的入れ」「メダル」「とんとん相撲」「どんぐり迷路」で年長児はいきい
きと遊び、１年生はいろいろとお世話をしていました。楽しんでもらおうと一生懸命もてなす
１年生の姿は大変、頼もしく成長を感じました。楽しく有意義な交流会となりましたこと、常
葉幼稚園の皆さん、ありがとうございました。

【12/9 全校朝会で賞状伝達】

１年生 常葉幼稚園年長児と「わくわく交流会」

入賞おめでとう！

■JA共済福島県書道・交通安全ポスターｺﾝｸｰﾙ

○書道 奨励賞 １年 浦山 さん

○交通安全ﾎﾟｽﾀｰ 奨励賞 ２年 佐藤 さん


